
Ⅰ．緒言

　2022 年４月、看護基礎教育における保健師助産師

看護師学校養成所指定規則（以下、指定規則）の第５

次改正が行われた。指定規則改正の目的は、わが国の
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要　旨
　2022 年度カリキュラムで新設した「地域包括ケア探索実習」について、チーム活動による
学びを実習終了後に提出された課題レポートの内容分析から検証した。分析にはテキストマイ

ニング手法を用い、単語の出現回数と、共起ネットワーク解析を行った。単語の出現回数では、

「チーム」という単語が上位に出現した結果から、学生は課題レポートにおいて「チーム」につ

いて多く述べていたことがわかった。また、共起ネットワーク解析では、＜実習体験からの学

び＞＜連携についての学び＞＜今後の自己の課題＞の３つのネットワークが認められた。これ

ら３つのネットワークの記述内容は実習目標に対する学修成果であり、すべてのネットワーク

で「チーム」という単語やチーム活動から得た学びが述べられていた。また、実習目的である

看護を学ぶ動機づけとなった記述内容も含まれていた。これらの結果から、「地域包括ケア探索

実習」において、単なる集団であるグループではなく、達成すべき共通の目的をもったチーム

として活動した学びが、実習の目的、目標の達成を促進したと考えられる。
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急速な少子高齢社会において、人口および疾病構造の

変化、家族形態と機能の変容等、社会ニーズに応える

看護職者を養成することである。様々な社会ニーズに

応えるため、患者をはじめとする対象のケアを中心的

に担う看護職者の就業場所は、医療機関に限らず在宅

や施設へと拡がっており、多様な場において、多職種

と連携して適切な保健・医療・福祉を提供することが

期待されており、対象の多様性・複雑性に対応した看

護を創造する能力が求められている。第５次指定規則

改正では、超高齢社会における「地域包括ケアシステ

ム」に対応できる看護職者の育成として、「ICT、コミュ

ニケーション能力、臨床判断能力、多職種連携、地域・

在宅看護論」がキーワードであり、臨地実習単位数の

一定程度の自由裁量が大きな特徴である1）。実習に関

する見直しについて 2017 年日本看護系大学協議会の

報告書では、「従来の領域別実習の枠組みでは限界」

とし、「地域の様々な施設や在宅で暮らす療養者や高

齢者の健康と生活を支援する看護実践能力」や「多職

種チームにおける連携調整能力」といった超高齢社会

の健康課題に対応できる看護人材育成を目指す看護学

実習の基準を策定する必要性が述べられている2）。

　順天堂大学保健看護学部（以下、本学部）は、開学

当初より保健師養成課程と看護師養成課程の両カリ

キュラムを合わせもつ学部である。第５次指定規則改

正に伴い、本学部も 2022 年度よりカリキュラムを改

定し、臨地実習を再編して「地域包括ケア探索実習」

を１年前期に新設した。「地域包括ケア探索実習」は、

看護の対象である地域で生活する人びとと環境、人び

とを支える保健医療福祉分野での看護職者の活動につ

いて理解することを目的とした。この目的達成のため、

早期フィールド体験実習として、入学間もない学生が

看護体験ではなく、看護の対象が暮らす地域を探索し

ながら学ぶ実習とした。また、学びを促進するため課

題解決型の実習構成とし、日々の実習はチーム活動に

より展開した。チームとは、ある目的のために協力し

て行動する集まりであり、チーム活動とは、１人では

解決できない問題を解決する、１人ではつくれない変

化を生み出すための活動である3）。これに対し、グルー

プとは単なる集団をいい、チームとの違いは達成すべ

き共通の目的があるか否かである。グループ活動では

なくチーム活動と表現することで、仲間とともに課題

を解決し皆でつくり上げる実習であると、学生の自覚

を促すことを意図した。

　先行研究において、早期体験実習では学生の学修に

対する動機づけ4）、対象者と地域特性および時代背景

の理解5）、実習のグループ活動における協同的な学び

の効果として社会的スキルの学習やコミュニケーショ

ン能力への効果5）が示唆されているが、チーム活動に

よる学びについては示されていない。そこで、2022

年度カリキュラムで新設した「地域包括ケア探索実習」

の報告として、第１報では、実習終了後に提出された

課題レポートの内容分析からチーム活動による学びに

ついて検証した結果を報告する。チーム活動に焦点を

あてた根拠として、指定規則改正のキーワード1）であ

る「多職種連携」および日本看護系大学協議会報告書2）

が示す「多職種チームにおける連携調整能力」の基盤

となる能力の修得を実習の目的および目標に含んでい

るからである。

Ⅱ．用語の操作的定義

　本研究におけるチーム活動とは、１人では解決でき

ない問題を解決する、１人ではつくれない変化を生み

出すための活動をいう3）。また、「地域包括ケア探索

実習」における地域包括ケアとは、あらゆるライフス

テージ・健康レベルの人びとの暮らしを地域で支える

ためのケアをいう6）。

Ⅲ．実習概要（図１）

１．実習目的および実習目標（表１）

　実習目的、実習目標、行動目標を表１に示す。
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２．実習内容（表２）

　実習内容を表２に示す。実習期間は12日間とし、実

習時間は１日５コマ 10時間と設定した。

３．実習のチーム編成とチーム活動を促進する工夫

　チーム編成は、１年次生 134 名を学籍番号順に１

チーム６～７名配置した。チーム活動を促進する工夫

として、実習期間を通してチーム目標を設定した。ま

た、チーム内での役割分担としてチームリーダー、サ

ブリーダー、時間管理係、連絡係、記録係、物品係の

いずれかを担うこととした。日々の実習では、午前・

午後に提示された課題を解決するためチームで協同作

業を行い、午前・午後ともに終了時に各自の振り返り

→チームでの共有→学年全体での共有を行った。

４．実習場所

　本学部のある静岡県三島市を５地区に分けて地域探

索を行った。５地区は介護保険制度における地域包括

支援センター7）の担当地区とした。地域包括支援セン

ターは、地域包括ケアシステムにおける要となる機関

である。保健医療福祉機関探索およびインタビュー調

査は、高度急性期病院、訪問看護ステーション、保健

センター、企業、教育機関、保育所、特別支援学校、

地域包括支援センター、高齢者介護施設、居宅介護支

援事業所とした。

Ⅳ．研究方法

１．研究デザイン

　学生が回答した課題レポートについて質的記述的に

分析した。

図１ 地域包括ケア探索実習の概念図
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２．対象者

　順天堂大学保健看護学部 2022 年度１年次生 134

名を対象とした。

３．データ収集方法

　実習終了後に提出された課題レポートについて、成

績が確定した後にレポートの記述内容を分析すること

への協力を依頼し、同意が得られたレポートを調査対

象とした。

４．調査内容

　課題レポートのテーマ「実習での体験を振り返り、

実習の学びと今後にむけた自己の課題を明らかにす

る」から、「実習の学び」と「今後の自己の課題」に

ついて調査した。

５．データ分析方法

　樋口8）が開発したテキストマイニングソフトである

KH Coder 3を用いて内容分析を行った。分析はレポー

ト内容の全体を概観した後、「実習の学び」および「今

表１ 実習目的・実習目標および行動目標
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後の自己の課題」について、チーム活動による学びに

焦点をあてて分析した。分析にあたり、まず、学生の

各レポートを一データとして用意した。次に形態素解

析の結果から、複合語として抽出すべき単語の指定を

行った。具体的には、「地域包括支援センター」「地

域包括ケア」「探索実習」「保健医療福祉」などであ

る。テキストマイニング手法としては単語の出現回数

と、共起ネットワーク解析を行った。単語の出現回数

については、頻出する上位 150 語の抽出語リストを

作成した。共起ネットワーク解析においては、集計単

位を文とし、出現数による語の取捨選択は最小出現数

100、文書による語の取捨選択は最小文書数１、共

起関係の種類は語－語、描写する共起関係の選択は

Jaccard係数上位 60 と設定して解析を行った。なお、

共起ネットワーク（媒介中心性）による語句の関連性

分析は、出現パターンの似通った語、すなわち共起の

表２ 実習内容
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程度が強い語を線で結んだネットワークを描いたもの

である。共起ネットワークの共起の程度と線の太さは、

Jaccard係数で測定した共起の程度に合わせて、強い

共起関係ほど太い線で描画される。また、描画された

円の大きさ、濃さは単語の出現数と比例し、大きく濃

い円ほど、出現数が多く中心性の高い（Centrality）単

語であることを表している。

Ⅴ．倫理的配慮

　順天堂大学保健看護学部の学部長に研究の同意を得

た後、対象学生には成績評価完了後に、課題レポート

の調査について目的、方法、倫理的配慮と、成績評価

が完了したこと、調査への回答は成績や今後の学生

生活に一切影響しないことを文書によりWeb配信し、

調査協力を依頼した。また、調査協力依頼書と併せて

参加辞退書も配信し、参加辞退書の提出により調査へ

の参加辞退の機会を確保した。調査協力依頼書には、

調査協力は自由意思であること、参加辞退の意思表示

により不利益は被らないこと、調査協力依頼、データ

回収、データ分析は、それぞれ別の教員が行うため個

人は特定されないことを明記して強制力が働かないよ

う配慮し、任意性と匿名性を保障した。なお、本研究

は順天堂大学保健看護学部研究等倫理審査会の承認を

得て実施した（順保倫第 3-08 号）。

Ⅵ．結果

１．分析対象

　実習を履修した 134 名全員の学生から研究の同意

が得られ、134 名が提出した課題レポートを分析対

象とした。

２．分析対象単語

　テキストマイニングによる分析対象となった単語

は、総単語数（分析対象となった単語の延べ数）が

119,878 語、異なり単語数（単語の種類数）は 4,174

語であった。なお、これらの数は助詞や助動詞のよう

にどのような文章でも用いられる一般的な語は含まれ

ていない。

３．単語の出現回数（表３）

　出現回数が多かった順に上位 150 の単語を表３に

示す。「地域」の 728 回を筆頭に「自分」「実習」「思う」

「学ぶ」「チーム」「インタビュー」「多い」「看護師」「人」

となっていた。順位および出現回数は、上位 10位で

は 728 回～ 383 回であった。また、11位～ 69位で

378回～102回、71位～148位で99回～50回であっ

た。

４．共起ネットワーク（図２）

　共起ネットワークでは、３つのネットワークが認め

られた。これらのネットワークは、ネットワークを形

成する単語が含まれるレポートの記述内容から、＜実

習体験からの学び＞のネットワーク群（図中１）、＜連

携についての学び＞のネットワーク群（図中２）、＜今

後の自己の課題＞のネットワーク群（図中３）に大別

された。

　＜実習体験からの学び＞のネットワーク群（図中１）

では、「地域」「実習」「学ぶ」「大切」「チーム」「活動」

「意見」「自分」「思う」「伝える」「相手」「情報」「共有」

「グループ」「メンバー」「地域包括ケア」「地区」「調

べる」「三島」「探索」「医療」「実際」「多い」「高齢者」

「機関」「看護」「看護師」「インタビュー」「患者」「支援」

などの単語が多くあった。これらの単語（以下、下線

部）が含まれるレポートの記述は、「三島の地域の人々

の生活の様子や医療について知ることができ有意義な

実習であった」「実際に地域を探索すると高齢者の方

と多く遭遇した」「実際に地域探索し地域の特色とそ

れぞれの機関がどう機能しているか調べた」などがあ

り、これらは＜実習体験からの学び＞のネットワーク

群中において「地域」を中心とした《地域探索からの
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表３  頻出語（上位150）
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学び》を示すネットワークが形成された（図中１-①）。

次に、「インタビューを通して看護職が活躍する場は

病院だけに留まらず広く存在するとわかった」「今回

のインタビューで看護は患者が主体であることを学ん

だ」「どちらの看護師も、その地域の特性に合った支

援や援助をしていることがインタビューを通して学べ

た」などがあり、「看護師」を中心とした《インタビュー

調査からの学び》を示すネットワークが形成された（図

中１-②）。さらに、「チームの活動では課題を進めよ

うと自分から意見を伝えることができた」「実習中は

毎回、自分が得た情報や振り返りをチーム内で欠かさ

ず共有した」「実習中はグループのメンバーがとても

優しく自分の意見に耳を傾けてくれるので、徐々に意

見を言うのが楽しくなっていった」「この実習を通し

て、自分のことを伝えること、相手のことを知ること、

情報を共有することの大切さを感じた」「私がこの実

習を通して学んだことはチームワークの大切さだ」「実

習を通じて地域包括ケアについて理解でき、チームで

協力することの大切さを改めて学んだ」などがあり、

「チーム」および「実習」を中心として《実習のチー

ム活動からの学び》を示すネットワークが形成された

（図中１-③）。

　＜連携についての学び＞のネットワーク群（図中

２）では、「連携」「職種」の単語があった。これらの

図２ 課題レポートの共起ネットワーク（上位60の共起関係）
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単語が含まれるレポートの記述は、「地域包括ケアと

は、保健医療福祉の職種が連携し、地域の人々が住み

慣れた場所で自立した生活が送れるようサポートする

こと」「この実習で培った主体性や協調性を今後の実

習でも活かし、多職種と連携する役割を担えるように

なりたい」「将来は、このような幅広い職種と連携し

て仕事をするのだとイメージできた」「今回学んだ地

域包括ケアの重要さ、様々な職種の人と連携する必要

性を忘れず、今後もさらに学んでいきたい」などがあっ

た。

　＜今後の自己の課題＞のネットワーク群（図中３）

では、「課題」「今後」「自己」などの単語があった。

これらの単語が含まれるレポートの記述は、「今後の

課題として自分の意思を相手に進んで伝えること、仲

間と協力して物事を達成すること」「今後の自己の課

題は仲間と協力する中で自分の意見をしっかり伝える

ことだ」「今後にむけた自己の課題として自分の将来

像であるチーム医療で活躍できる看護師になること」

「今後の課題は自己開示と相手の意見を尊重すること

だ」などがあった。

　また、ネットワーク全体では中心性の高い

（Centrality）単語として「地域」「実習」「学ぶ」「チーム」

「看護」「意見」「地域包括ケア」が描画された。強い

共起関係として太い線で描画されたのは「職種」と「連

携」、「情報」と「共有」であった。

Ⅶ．考察

　2022 年度カリキュラムで新設した「地域包括ケア

探索実習」について、実習終了後に提出された課題レ

ポートから、チーム活動による学びを検証した。

　テキストマイニングの分析結果から、まず、単語の

出現回数では、多かった順に「地域」「自分」「実習」

「思う」「学ぶ」「チーム」と、「チーム」という単語が

上位６位 425 回出現していた。この結果から、学生

は課題レポートで「チーム」について多く述べており、

チーム活動による学びが示唆された。

　次に、共起ネットワーク解析では、＜実習体験から

の学び＞＜連携についての学び＞＜今後の自己の課題＞

の３つのネットワークに大別された。これら３つの

ネットワークそれぞれにおいて、「私がこの実習を通

して学んだことはチームワークの大切さだ」「実習を

通じて地域包括ケアについて理解でき、チームで協力

することの大切さを改めて学んだ」「今後の課題とし

て自分の意思を相手に進んで伝えること、仲間と協力

して物事を達成すること」「今後の課題は自己開示と

相手の意見を尊重することだ」「この実習で培った主

体性や協調性を今後の実習でも活かし、多職種と連携

する役割を担えるようになりたい」といった記述内容

があり、すべてのネットワークで「チーム」という単

語やチーム活動から得た学びが述べられていた。この

「チーム」という単語は、中心性の高い（Centrality）

単語であったことからも、レポートのテーマ「実習で

の体験を振り返り、実習の学びと今後にむけた自己の

課題を明らかにする」に対して、チーム活動が大きく

影響していたことが示唆された。チームビルディング

の技術の著者である関島は、『複雑な問題の解決には

チームが必要になる』『チームワークは活動でつくる

もの』と述べている3）。実習の展開において入学間も

ない学生たちは、日々、提示される課題をチーム活動

により解決していく過程を繰り返した。このプロセス

がチーム形成を促し、「実習の学び」および「今後の

自己の課題」の明確化へとつながったのではないだろ

うか。そして、共起ネットワークで形成された＜実習

体験からの学び＞＜連携についての学び＞＜今後の自

己の課題＞の記述内容は、実習目標（表１）である地

域特性や人びとの暮らしの理解、保健医療福祉機関と

看護職者の活動の理解、チームの一員としての役割と

協働する力の必要性の理解、自己の課題の明確化に対

する学修成果であった。このように、実習目標に対す

る学修成果をチーム活動が促進した。チーム学習の効
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果について述べられた研究においても、学修成果や対

人関係、授業態度の改善への効果が報告されており9）、

本実習においても同様に、チーム活動による学びが学

修成果へとつながった。また、これらの学びは図１に

示すように、実習を構成する上で意図的にチーム活動

を取り入れ、実習の目的および目標（表１）にチーム

の一員としての役割を学ぶことを明示した効果といえ

るのではないだろうか。チーム活動の促進に関する研

究では、チーム内での役割分担の必要性10）が述べられ

ており、実習のチーム活動の促進に、実習プロセス早

期でのチーム目標の設定と役割分担が効果的であった

とも考えられる。

　さらに注目すべき点として、＜連携についての学び＞

のネットワークがある。この「連携」「職種」について、

早期体験実習の研究では「医療・福祉と地域の人々の

生活を結びつけて考えられる実習内容の工夫が必要で

ある」と課題が述べられているが4）、課題レポートの「地

域包括ケアとは、保健医療福祉の職種が連携し、地域

の人々が住み慣れた場所で自立した生活が送れるよう

サポートすること」「将来は、このような幅広い職種

と連携して仕事をするのだとイメージできた」等の記

述内容から、看護の対象となる人びとを支える保健医

療福祉の「連携」に気づくことができた実習となった

のではないだろうか。その背景には、実習のチーム活

動を通して学生同士が「連携」する意義を学んだこと

が影響していたと考えられる。共起ネットワークにお

いても「職種」と「連携」、「情報」と「共有」が強い

共起関係で描画されており、看護職者に必要とされる

職種間連携や情報共有についても学ぶことができたと

思われる。この「連携」についてWHOは、専門職連

携教育（Interprofessinoal Education：IPE）を医療人材

の育成に必要不可欠なステップと提唱している11）。し

かし、日本の保健医療福祉系の専門職養成教育で IPE

は必須ではなく、養成教育の法的な指定規則に IPEが

規定されている職種はない12）。チーム活動により展開

した「地域包括ケア探索実習」が、今後は IPEへとつ

ながっていくことも期待される。さらに、「この実習

で培った主体性や協調性を今後の実習でも活かし、多

職種と連携する役割を担えるようになりたい」の記述

内容もあり、チーム活動による学びが看護を学ぶ動機

づけとなり、実習目的（表１）の達成を促進した。

　今回、学生の課題レポートから検証したチーム活動

による学びは、先行研究において示されているグルー

プ活動の効果である社会的スキルやコミュニケーショ

ン能力とは異なり、学修成果として「地域包括ケア探

索実習」の目的、目標の達成を促進した。これは、実

習展開において、単なる集団であるグループではなく、

達成すべき共通の目的をもったチームとして活動した

成果であると考えられる。

Ⅷ．本研究の限界と今後の課題

　本研究は、2022 年度カリキュラムで新設した「地

域包括ケア探索実習」のチーム活動による学びを検証

するための単年度調査であり、本調査結果を一般化す

ることには限界がある。次年度以降も調査を重ねて丁

寧に検証していく必要がある。また、本研究では実習

目標の評価との対比による検証は行っていないため、

今後の課題として検証していくことで、実習内容の改

善につながるものと思われる。

Ⅸ．結論

　2022 年度カリキュラムで新設した「地域包括ケア

探索実習」について、チーム活動による学びを実習終

了後に提出された課題レポートの内容分析から検証し

た。分析にはテキストマイニング手法を用い、単語の

出現回数と、共起ネットワーク解析を行った。単語の

出現回数では、「チーム」という単語が上位に出現し

た結果から、学生は課題レポートにおいて「チーム」

について多く述べていたことがわかった。また、共起

ネットワーク解析では、＜実習体験からの学び＞＜連
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携についての学び＞＜今後の自己の課題＞の３つの

ネットワークが認められた。これら３つのネットワー

クの記述内容は実習目標に対する学修成果であり、す

べてのネットワークで「チーム」という単語やチーム

活動から得た学びが述べられていた。また、実習目的

である看護を学ぶ動機づけとなった記述内容も含まれ

ていた。これらの結果から、「地域包括ケア探索実習」

において、単なる集団であるグループではなく、達成

すべき共通の目的をもったチームとして活動した学び

が、実習の目的、目標の達成を促進したと考えられる。
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